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　ぼくはハナをほじるくせがある。お母さんにいつも怒られる。理由はお
行儀が悪いからだって。何か理由がほしいなあ。理由があればハナをほじっ
てもいいんじゃないだろうか。またお母さんに怒られちゃったけど、理由
があるんだよ。ぼくのハナの奥にはスイッチが入っていて、このスイッチ
を押すと頭からウキウキビームが出るんだ。このビームはみんなを楽しい
気持ちにすることが出来るんだよ。他にもくせがあるけど、全部理由があ
る。みんなのまわりにお行儀の悪い人がいても、何か理由があるのかもね。

『りゆうがあります』
（ヨシタケシンスケ／作・絵　ＰＨＰ研究所）

　東京の美大で彫刻を学ぶ大学
院生シンは母とその内縁の夫と
海辺の町で育った。一方島に住
む実父とも交流を続けている。
複雑ながら穏やかな関係を保つ
家族だったが、シンの心には小
さな違和感が芽生え始める…。
迷いもがく青年の姿を追った新
しい青春小説。

家へ
石田千／講談社

　大川端の旅宿「かわせみ」の
女主人るいは、幕末に非業の死
を遂げた畝源三郎の妻千絵から
「かわせみ」の面々と共にお伊
勢まいりに誘われる。東海道、
箱根の関所、富士川とのどかな
街道風景を眺めながら慣れない
旅を続けるのだが道中で次々に
怪事件に見舞われる。

お伊勢まいり　新・御宿かわせみ
平岩弓枝／文芸春秋

ニューヨークスタイルのマフィンとケーキ／吉野陽美
異類婚姻譚／本谷有希子
獅子吼／浅田次郎
お伊勢まいり／平岩弓枝
美術するネコ　in 金山／山大八木ゼミ作
おやすみロジャー　魔法のぐっすり絵本
　　　　　　　　　　　／カール＝ヨハン・エリーン
夫もやせるおかず　作りおき／柳澤英子
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